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実行機能を高める支援と補う支援

　実行機能とは、課題解決や目標達成を効率良く
行うために、思考・行動・情動を意識的に制御す
る高次脳機能であり、目標志向的行動や社会的行
動を支えている。実行機能に対するさまざまな支
援方法を概観すると、実行機能への支援アプロー
チは、個人の実行機能を高める支援と補う支援の
2つに分けられる（池田 , 2020）。
　実行機能を高める支援は、実行機能それ自体を
トレーニングによって高めるアプローチである。
高める支援には、顕在的トレーニングと潜在的ト
レーニングが含まれる。顕在的トレーニングは、
実行機能を必要とする認知課題を用いたトレーニ
ングであり、いわゆる脳トレのゲームに繰り返し
取り組むコンピュータトレーニングと、例えば音
楽が鳴っている間は動き続けるが音楽が鳴り止ん
だら静止するといった遊びに繰り返し取り組む非
コンピュータトレーニングに分けることができ
る。潜在的トレーニングは、身体活動や芸術活動
を通して実行機能を向上させることを期待するも
のであり、身体活動としてレジスタンストレーニ
ングや有酸素運動、身体運動を伴うマインドフル
ネス（武道やヨガなど）、芸術活動として芝居や
楽器演奏などが試みられている。
　実行機能を補う支援は、目標志向的行動や社会
的行動を支えることに主眼を置くアプローチであ
る。つまり、目標志向的行動や社会的行動を適切
にとることができるように、実行機能の弱さに対
して支援を行う。さまざまな研究者によって、環

境調整や大人の働きかけで実行機能の弱さを補う
プログラムが提唱されている。例えば、Dawson 
and Guare（2018）が提唱するプログラムの基本的
なステップは、以下のようにまとめられる。1つ
目は、目標設定である。問題行動を特定し、それ
を解消するために必要な目標行動を設定する。2
つ目は、環境レベルでの支援である。環境を調整
して活動が個人に要求する実行機能の負荷を発達
段階に合わせる。3つ目は、実行機能の弱さを補
うスキルを教えることである。例えば、いつ、ど
こで、何を、どのように取り組むかを確認させる
チェックリストなどの外的な補助ツールを使いな
がら活動に取り組むことを覚えさせる。補助ツー
ルを使いながら取り組み続けているうちに、補助
ツールに埋め込まれた認知プロセスが個人に内化
し、次第に補助ツールを使わなくても行動でき
るようになることを長期的には期待する。また、
McCloskey, Perkins, and Divner（2009）が提唱す
るプログラムも補う支援である。McCloskeyら
は、実行機能の働きを自己活性化、自己調整、自
己制御（自己認識と自己決定）、自己生成、超自
己統合を含む多層構造で捉え、その基盤となる自
己調整を7つのクラスターの下に23の要素とし
て分類している。自己調整は、個人・対人・環境・
記号系の4つの文脈のそれぞれで知覚・情動・認
知・行動に働きかけると考えられている。さらに、
介入方略として、自己調整の必要性を示す「方向
付け方略」、環境調整や大人の働きかけで自己調
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整の負荷を下げる「外的コントロール方略」、大
人との関わりを通して自己調整のスキルを教え
る「橋渡し方略」、自己調整のスキルの自発的な
使用を促す「内的コントロール方略」の4つを挙
げ、子どもの実態に応じて外的コントロール方略
から、橋渡し方略を経由して、内的コントロール
方略へと支援を移行することを提唱している。さ
らに、「心の道具（Tools of the Mind）」（Bodrova 
& Leong, 2007）も補う支援である。これはヴィ
ゴツキーの発達観に基づいた高次精神機能の発達
を促す支援アプローチである。心の道具とは、注
意や記憶、思考といった精神機能の意識的な制御
を可能にするものであり、受動的な学習者から能
動的な学習者に変わり、さらに自立した存在にな
るために必要となるものである。重要な心の道具
の一つが言語であり、子どもは話しことば、独り
言、内言、書きことばといった多様な形態の言語
を共同活動における他者との相互作用を通して学
習する。その際、言語それ自体に加え、言語が司
る高次精神機能、つまり精神機能を制御する方法
を学習することで、子どもは自己制御を獲得する
ようになる。一方で、自己制御を基盤として目標
志向的行動をとり始めたばかりの子どもは、自分
の頭の中で考えていることを十分に意識すること
ができない。そのため、言語的促し、リマインダー、
書き言葉、具体物や視覚的支援、イラストなどの
外的な言語的・非言語的記号を媒介すること、つ
まり環境調整が有効な支援となると考えられてい
る。
　実行機能の多様な支援アプローチの背景に
は、発達観の相違が関与していると考えられる。
Lourenço（2012）によれば、ピアジェとヴィゴツ
キーの発達論の相違は以下のようにまとめられ
る。ピアジェの発達論は、学習における子どもの
自律性を重視すること、そして子どもと他者は対
等の関係にあると考えていることに特徴がある。
そのため、子どもの能力は、自らの行為によって
でしか獲得できず、他者が発明したものを習うだ
けでは本当の意味で獲得することはできないと考
えられている。一方で、ヴィゴツキーの発達論は、

学習における子どもの他律性を重視すること、そ
して子どもと他者は権威的な関係にあると考えて
いることに特徴がある。そのため、子どもの能力
は、上位にある他者から伝達されるものを学習す
ることを通して獲得されると考えられている。知
の源泉が、個人の中にあると考えるのがピアジェ
であり、個人の外にあると考えるのがヴィゴツ
キーである。これらの発達観の相違が、実行機能
に関連するスキルをトレーニングによって高める
のか、それとも他者との関わりを通して伝えてい
くのかという支援アプローチの違いに関わってい
る可能性がある。
　コーチングは、ピアジェの発達観に基づいた支
援アプローチの一つとして考えられる。コーチン
グには様々な手法があるようだが、秋元（2020）
は、コーチングはクライアントが自身の目標達成
に向けて、主体的に行動し、学びを深めていくた
めのアプローチとまとめている。コーチングに特
徴的な点は、コーチは目標やそれを達成するため
の方法については一切の指示を出さず、質問を投
げかけてクライアント自身に考え出してもらうこ
とを意図していることである（秋元 , 2020）。その
ため、コーチングは知の源泉が個人の中にあると
考えるアプローチであり、実行機能を高める支援
と考えられるのではないだろうか。
　実行機能を高める支援と補う支援は、それぞれ
の背景に異なる発達観が関与している可能性が考
えられるが、少なからず支援を通して実行機能の
発達を期待している点で共通していると考えられ
る。しかし、実行機能の発達的変化が異なる定型
発達児と神経発達障害児の間で、両者のアプロー
チによる支援効果が異なる可能性も考えられる。
今後は、定型発達及び神経発達障害を対象とした
実行機能の支援方法に関する知見の蓄積が期待さ
れる。
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